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日本語と中国語における怒りの表現について
方　　　小　贇
はじめに
「頭に血が上る」のように慣用句は感情とよく
係り合うと言われている。日本語と中国語の慣用
句を研究する際に、感情表現を比較考察すること
も重要であると思われる。従って、本稿は慣用句
研究の一部として、怒りに関する表現を取り上げ
ることとしたい。
Ⅰ　研究の内容
1.	目的
本稿の目的は次の通りである。
①日本語と中国語における怒りの概念がメタ
ファーやメトニミーなどによっていかに表現さ
れるかを明確にする。
②更に言語や文化などの面から、怒りに関する表
現の異同の原因を追究することである。
2.	研究の対象
感情は人間の最も普遍的かつ重要な経験と言え
る。エクマン（1992）は基本感情として喜び・驚
き・怒り・恐れ・嫌悪・悲しみという六つを挙げ
ている。また、中国の儒教の五経の一つである『礼
记・礼运篇』の中では、感情について、「何谓人
情？喜怒哀惧爱恶欲七者弗学而能（人の感情とは
何か。喜び、怒り、悲しみ、恐れ、愛、嫌、欲と
いった七つの感情は学習しなくても人間の中にあ
る本能である）」と述べている。日本の言語学者、
中村（1993:13）は実際の表現例から感情を「喜、
怒、哀、怖、恥、好、厭、昂、安、驚」と 10 種
類に分類した。
心理学や言語学などの分野では怒りは基本的な
感情であるとされている。従って、本稿では、日
本語と中国語のそれぞれの怒りに関する表現を対
象として比較考察を行いたい。
3.	研究の方法
感情は複雑で抽象的なものであるため、人間は
他人の感情を察知する際、あるいは自分の感情を
他人に伝える場合には認知能力が求められる。「怒
りが爆発する」のように、怒りといった抽象的な
ものを火薬などの具体的なものにたとえ、怒りを
抑えきれず、限界を超えた場合には、「火薬が爆
発する」のと同じように「爆発する」と表現する。
つまり、人間は日常では、ある事柄を他の事柄を
通して理解し、経験するといったメタファーやメ
トニミー的な方法を用いて、思考を行う。Lakoff 
& Johnson（1980）は「言語上の根拠から、日常
用いられている概念体系の大部分が本質的にメタ
ファーから成り立っている」、「人間の思考過程
（thought process）の大部分がメタファーによって
成り立っている。」と言及している。さらに、「概
念メタファーとは、ある概念領域を別の概念領域
を用いて理解すること」と提唱した。このよう
に、人間は概念メタファーや概念メトニミーを用
いて、世界を認識している。
本稿では、メタファーやメトニミーなどの比喩
の手法を使って、先行研究を参考にしながら、日
本語と中国語の怒りの表現を分析することを試み
たい。
Ⅱ　メタファーとメトニミー
隠喩（メタファー）とは、ある物事 X を表現
するのに、それと類似した別の物事 Y を代わり
に用いる比喩である（小池 1997）。「あの人はバ
ラの花だ。」美しさという類似点で、X（あの人）
を Y（バラの花）で表現する。
換喩（メトニミー）とは、ある物事 X を表現
するのに、それと縁故のある別の物事 Y を代わ
りに用いる比喩である（小池 1997）。「あの茶髪
は公園で騒いでいる。」髪の毛（茶髪）で茶髪の
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持ち主である人を指す。つまり、メトニミーとは、
あるもののよくわかっている側面や捉えやすい側
面を取り上げて、そのものの全体を表したり、代
替したりするものである。
メタファーとメトニミーは、モノとモノとの関
係の仕方が異なる。メタファーには二つの概念領
域があり、一方が他方を介して理解される。主題
と喩辞の間には、類似性だけではなく、それらが
異なる概念領域に属するからこそ生じる、同じも
のではないという感覚も同時になければならない
のである。メトニミーには、二つのものの写像や
結合が同じ概念領域にあるという意味で、概念領
域が一つしかない。
Ⅲ　先行研究
怒りの表現と比喩との関わりに関して、認知言
語学の観点から分析された研究の代表的なものと
して Lakoff & Kövecses（1987）がある。感情は
単なる感覚だけで、概念内容が全く含まれていな
いと普通思われているが、実は感情はとても複雑
な概念構造を持っていると Lakoff らは指摘して
いる。更に、怒りに関する様々な表現（多くは慣
用表現）は、ばらばらに存在するものではなく、
メタファーやメトニミーによって、一貫した概念
構造を持つことが示されている。例えば、怒りは
体温、内圧などに影響している。怒りが増幅する
ことにより、そういった生理的な反応も増幅する
ことになると述べている。
また、Lakoff & Johnson（1980）は、概念メタ
ファ （ーconceptual metaphor）という手法を用いて、
感情の概念構造を考察した。概念メタファーとは、
ある概念領域を他の概念領域へと写像（mapping）
し、その写像の結果が生じた概念間との対応であ
る。この手法により身体的な経験や生理的な反応
などの具体的な概念領域（起点領域）を感情とい
う抽象的な概念領域（目標領域）に写像すること
を試みた。
Matsuki (1995) は、日本語の怒り表現の分析を
試みているが、日本語には英語と同じように概念
化できるものとできないものがあるとしている。
日本語には英語と同じように「Anger is the heat of 
a fluid in a container.（怒りは容器の中の熱い流体
である。）」というメタファーは存在するが、英語
の「anger」はコントロールできずに報復に向か
うのに対し、日本語の「怒り」は腹に治めて制御
することが重視されると述べている。そして、「腹
が立つ」を例として挙げ、「腹」という基本レベ
ルの概念を分析した。
Ⅳ　怒りとは
1.	怒りの定義
怒りは、基本感情と呼ばれる驚き、喜び、恐れ、
嫌悪、悲しみなどのうちの一つである。『日本国
語大辞典』では、怒りとは「自分の望む方向に反
するものの存在によって起こされた感情のいらだ
ち」と定義される。また、湯川（2008）は、怒り
とは、自己もしくは社会への、不当なもしくは故
意による（と認知される）、物理的もしくは心理
的な侵害に対する、自己防衛もしくは社会維持の
ために喚起された、心身の準備状態であると定義
している。
以上を踏まえ、怒りとは、自分への侵害に対す
るいらだち、腹立ち、激しい憤りなどの感情であ
ると私は定義する。
2.	怒りの発生のプロセス
Kövecses（2002）は、Emotion is force という基
本的なメタファーを挙げることに
よって、感情の発生のプロセスとして次の 5つ
のステージを提示した。（注：ただし Neutral の
場合は考慮していない。）
Stage 1：Cause （誘因）
Stage 2：Emotion exists（感情が生じる）
Stage 3：Control（抑制する）
Stage 4：Loss of control （感情を抑えきれない）
Stage 5：Action（行動）
上に挙げたプロセスに従えば、怒りという感情
に対しては、次のような発生プロセスが考えられ
る。
ステージ 1：誘因（不当な扱いを受けるなど）
ステージ 2：怒りの発生
ステージ 3：怒りの抑制
ステージ 4：怒りを抑えきれない
ステージ 5：怒りの表出（ケンカするなど）
ステージ 6：怒りの沈静
実際の例を考察してみると、次の表 1のように
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なる。表の一番左には 1～ 6という六つのステー
ジがあり、その右側には日本語と中国語のそれぞ
れの例である。
3.	怒りに関する語彙
日本語の場合には、「怒・忿・愠・恚・瞋・憤」
などの漢語があると同時に、「怒る」「憤る」「む
かつく」などのような動詞もあり、更に、字面的
には分からないような言葉、例えば、「腹が立つ」
「腹を立てる」「カッとなる」「熱くなる」「烈火の
ごとく」「逆鱗に触れる」「癪に障る」「目くじら
を立てる」などのような言い方もある。
中国語において、怒りを表現する言葉は基本的
に「怒・气・火・恼・愤・忿・愠・嗔」などの語
彙から構成される。例えば、身体語と結びつき、
怒りを表現する言葉が多く存在している。「怒＋
目」（怒った目つきで見る）、「气＋得头疼」（頭が
痛くなるほど怒る）はそのような例である。怒り
はネガティブな感情であり、心身の健康に悪影響
を及ぼすと中国の古典医学は考えている。怒るこ
とによって、健康を害するという言葉が多くある。
「頭痛：气得头疼、胃痛：气得胃疼、食欲不振：
气得吃不下饭、病気：气病了、死亡：气死了」な
どが挙げられる。
Ⅴ　怒りに関する表現への考察
Lakoff & Kövecses（1987）では、メタファーや
メトニミーを使って怒りという概念を分析した。
その結果として、怒りのメタファーは、
Anger is heat.
Anger is fire.
The body is a container for the emotions.
Anger is the heat of a fluid in a container.
Anger is insanity.
Anger is an opponent (in a struggle).
Anger is a dangerous animal.
Anger is a burden.
などとまとめ、更に、怒りのメトニミーを、
The physiological effects of an emotion stand for 
the emotion.
Insane behavior stands for anger.
Aggressive verbal behavior stands for anger.
などとまとめている。本稿では、上記のような
メタファーやメトニミーの手法を使って、具体例
を挙げながら、日中両言語における怒りに関する
表現を分析していきたい。
1.	共通点
（1）生理的メトニミー
感情は内的な心理活動だけではなく、外的な生
理反応としてもよく行われる。Lakoff & Kövecses
（1987）は、The physiological effects of an emotion 
stand for the emotion（ある感情の生理的な反応は
その感情を代表する）という概念メトニミーを提
唱した。それによって、日本語話者と中国語話者
の生理的な反応は互いに類似していて、その怒り
の表現もある程度類似していることが伺える。こ
こでは、五つの概念メトニミーを使って比較考察
を行う。
① body heat（体温の上昇）
a. 頭がかっと熱くなった。
b. 气得脸上火辣辣的。
② internal pressure （内圧）
a. 怒りで血圧が上がる。
b. 气破了肚皮。
③ redness in face and neck area （顔と首周辺の赤み）
a. 彼は怒りで赤くなった。
b. 气得脸红脖子粗。
④ agitation （動揺）
a. 怒りで震える。
b. 他气的直哆嗦。
⑤ interference with accurate perception（正確な認
識に対する干渉）
a. 怒りで前後の見境がつかない。
b. 我气得头昏眼花。
ステージ 日本語 中国語
1. 誘因 気に障る 触怒
2. 怒りの発生 腹が立つ 生气
3. 怒りの抑制 腹に治めておく 沉住气
4. 怒りを抑え
きれない
腹の虫が治まら
ない
控制不住怒气
5. 怒りの表出 怒髪天に衝く 怒气爆发
6. 怒りの鎮静 腹が癒える 气消了
表１
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以上の考察から、日中両言語ともに、体温の上
昇、内圧、顔と首周辺の赤みなどの生理的な反応
と、動揺や正確な認識に対する干渉といったよ
うな身体的経験をもとに怒りの概念を認識すると
いう共通点から、日本語と中国語にはある程度の
普遍性が見られる。文化が違っていても、人間は
怒りに対する身体的経験などがほぼ同様であるた
め、日本語と中国語では類似した怒りの概念メト
ニミーで物事を認識していることが分かる。
(2)	行動的メトニミー
行動的メトニミーの比較に関しては、以下の 2
点が挙げられる。
① Insane behavior stands for anger.（正気でないふ
るまいは怒りを表現する。）
a. 気が触れる。
b. 气疯了。
② Aggressive verbal behavior stands for anger.（ 攻
撃的ことばのふるまいは怒りを表現する。）
a. そんなにがみがみ言わないでください。
b. 他气得口不择言。
（3）概念メタファー
概念メタファーにおける考察は以下の 5 点にま
とめられる。
① The body is a container for the emotions.（体は感
情のための容器である）
a. 怒りで胸が溢れる。
b. 怒气填胸。
② Anger is fire.（怒りは火である。）
生理的影響の文化モデル、特に熱を強調する
部分は怒りの最も一般的なメタファーの基礎を
形成する。すなわち、怒りは熱である（Lakoff & 
Kövecses 1987）1。そして、その熱は、火（fire）
と液体（fluid）と二分される。日本語と中国語の
共通する部分は火の Anger is fire である。
日本語の場合には、
a. 怒りの火を消す。
b. 怒りが燃えだす。
c. 怒りが燃え立つ。
d. 怒りが燃え上がる。
上の例から分かるように、日本語では火の発
生（燃えだす）、持続（燃え上がる）、消滅（消
す）で怒りを概念化している。面白いことに、「顔
から火が出る」という日本語の慣用句では、火は
怒りではなく、恥ずかしさという感情を表してい
る。日本語では「腹が立つ」、「怒りが頂点に達す
る」が表現するように Anger is the heat of a fluid in 
a container. という概念メタファーのほうが多用さ
れるようである。日本人は無意識に「腹」を怒り
と結びつけるのではないかと考えられる。そのた
め、怒りは火であるという概念メタファーは薄い
ような印象がある。それに対し、中国語では、火
を感情と結びつければ、すぐに怒りのイメージが
湧いてくる。また、単独の「火」を見ても、すぐ
に怒りのイメージが描かれる。例えば、「火了（日
本語に直訳すれば、火になった）」、火は過去形を
表す「了」と結びついて怒りを表現できる。この
ように、中国語では怒りは火であるという概念メ
タファーが強いことが分かる。
中国語の場合には、
e. 这家伙肝火很旺。
f. 看到它这样子，她不由得心头火起。
g. 她窝了一肚子火。
h. 她强按下满腔怒火，没有发作。
i. 你别再火上浇油了。
j. 一听这话他立马火冒三丈。
k. 压不住心头的怒火。
l. 火气消了。
上の例から分かるように、中国語では火の発生
（心头火起、怒り心頭に発する）火の高度（冒三丈、
三丈（約 9.09 メートル）の高さまで火が燃え上
がる）、火の強度（旺、盛んに燃えている）、火の
状態（一肚子・满腔、腹の中にいっぱいになる）、
火の消滅（火气消了）によって怒りの発生、燃え
上がり、消滅などをすべて火で概念化している。
以上をまとめると、具体的には、表 2の通りで
ある。
表 2 から、日本語では、怒りを表すのに、「火
をコントロールしようとする、火に油を入れる、
火が盛んに燃える、火をコントロールできない」
というような火を使った表現がないのは、怒りは
火であるという概念メタファーは薄いことを示し
ている。その代りに、日本語では「火をコントロー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1  原文は「The cultural model of physologcal effects 
, especally the part that emphaszes heat, forms the 
bass of the most general metaphor for anger: anger s 
heat.」となり、筆者はその 訳文をつける。
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ルしようとする」から「火をコントロールできな
い」までのそれぞれの空欄には、「怒りを抑える」、
「怒りを増幅させる」、「腸が煮え繰り返る」、「腹
の虫が治まらない」というような「火」に関わら
ない表現が用いられる。
更に、中国では、人体の内臓である肝は怒りを
コントロールする器官であるとされ、肝と火はよ
く結びついて怒りを表現する。
更に、以下のような概念メタファーもある。
③ Anger is insanity.（怒りは狂気である。）
a. 怒りで我を忘れる。
b. 气得昏了头。
④ Anger is a dangerous animal.（怒りは危険な動物
である。）
a. すざましい怒りが眉のあたりをはう。
b. 她气得咆哮起来。
⑤ Anger is a burden.（怒りは重荷である。）
a. 怒ったら気持ちが軽くなった。
b. 消了气心里轻松了。
2.	相違点
日本語と中国語における怒りの概念メタファー
は類似点があると同時に、相違点もあることが伺
える。具体的には、以下の通りである。
（1）液体（fluid）と气（qi）の相違
英語では、Anger is heat といった怒りに関す
る最も基本的なメタファーには、Anger is fire と
Anger is the heat of a fluid in a container という二
つの下位メタファーに分類できると、Lakoff & 
Kövecses（1987）は提唱した。日本語も英語と同
じように Anger is the heat of a fluid in a container と
いった怒りのメタファーが存在するのに対して、
中国語の場合は、fluid ではなく、qi（气）で表現
する。
①日本語：怒りは容器内の熱い流体（fluid）である。
a. 怒りが徐々に湧き出す。
b. 怒りが激しい波のように全身に広がる。
c. 腸が煮え繰り返る。
d. 頭から湯気を立てる。
②中国語：怒りは容器内の气（q）である。
a. 你再这么说我可生气了。
b. 我因为这件事憋了一肚子气。
c. 怒气郁积在胸。
d. 气得七窍冒烟。
上の例から分かるように、日本語では怒りは液
体であるのに対して、中国語の怒りは「气」であ
るという概念メタファーの違いが顕著である。さ
らに、Emotion is force という概念メタファーに
よって、以下のプロセスが捉えられる。
表 3 では、怒りは日本語の場合、液体→湯気、
中国語の場合、气→烟（煙）というように、圧力
を加えれば加えるほど怒りの程度が強くなり、最
後に抑えきれず対外に漏れるというようなプロセ
スが明白となる。そして、怒りの産物とされる体
外に漏れた湯気と煙は日本語の「怒りは容器内の
熱い流体（fluid）である」と中国語の「怒りは容
器内の气（qi）である」の概念メタファーを裏付
ける証拠となっている。
起点領域
（source 
domain）：火
目標領域 (target domain)：
怒り
日本語 中国語
火の発生
怒りが燃えだ
す
心头火起
火の燃え上がり
怒りが燃え上
がる。
一肚子火
火をコントロール
しようとする
按下满腔怒火
火に油を入れる 火上浇油
火が盛んに燃える 火冒三丈
火をコントロール
できない
压不住心头的
怒火
火が消される
怒りの火を消
す
火气消了
プロセス 日本語 中国語
怒りの発生 湧き出す 生气
怒りの深刻化 煮え繰り返る 郁积在胸
コントロール不可
能：怒りが体外に
漏れる
湯気を立てる 七窍冒烟
表２
表 3　怒りの発生のプロセスの比較
182 方　　　小　贇
（2）身体語彙の相違
日中両言語とも、怒りを容器内の内容物として
認識している。容器というと体全体以外に、日本
語では、「胸が悪い、頭に来る、腹が立つ、肝を
煎る、怒り心頭に発する」などといったように「胸、
頭、腹、肝、心」で表現できる。また、「目を剥く、
目くじらを立てる、青筋を立てる、頭に血が上る」
のように「目、筋、血」が使われる。
中国語の場合は、火と「气」で怒りを概念化す
るときに、身体語が多用されている。例えば、「心
火、肝火、一肚子火、满腔怒火、七窍生烟、脾气、
一肚子气、气炸了肺」などのように、「心、肝、
肚子、腔、窍、脾、肺」で表現する。また、健康
に関することで、「气得头疼、气得胃疼」のよう
に「頭、胃」で怒りがもたらす身体への危害を表
現する。更に、「怒目而视、怒目切齿、怒容满面、
气得毛发倒竖、目眦尽裂、捶胸顿足、吹胡子瞪眼
睛、横眉竖目、气得吐血」などのように「目、歯、
顔、毛、まなじり、足、髭、眉、血」で怒りの表
情や様態を表現する。
総じて、日中両言語とも怒りの表現は身体語彙
とよく結びつくことが言える。ただし、中国語に
おいて怒りの身体表現が日本語より頻繁に使われ
ていることも伺える。
面白いことに、日本語では「血が起こる→血が
上る→頭に血が上る」というように血圧の上昇に
よって怒りの程度がますます強くなることを示唆
している。中国語では「气血上涌→气得脸上充血
→气得脑门冲血→气的吐血」のように「血が上る
→顔には血が充満する→頭に血が上る→血を吐く
ほど怒る」となる。この例から分かるように、日
本語の怒りの連鎖より、中国語の「血を吐くほど
怒る」の方が印象的である。日本人はせいぜい頭
に血が上るほどにしか怒らなくて、中国人ほど「血
を吐く」ように怒りを外に表さないように感じら
れる。ただし、日本語には「切れた」2 という言
葉もある。それは、頭に上った血によって神経経
路が切断されてついに頭が「切れた」と考えられ
る。それにしても、自分の頭の中で神経が切れて
いても外に表さない。日本語では「胸、頭、腹、
肝、心」のような内臓的言葉が多用されているが、
中国語では内臓だけでなく、足、髭、毛などの目
に見える身体部位で表現する場合が多いというこ
とから、日本語にはあまり外に感情を表さない傾
向が見られる。むしろ、「腹に納める、腹に閉まっ
ておく」のように怒りを抑制しようとする傾向が
見られる。それは、日本人の我慢強い特性を反映
している可能性がある。それは、社会的に、感情
を表さない方がよいと、日本人は訓練されている
ことに起因しているものと思われる。
（3）その他の相違
Anger is an opponent (in a struggle).（怒りは、闘
いにおいて敵である。）
a. 込み上げる怒りと戦う。
この概念メタファーから、日本人の、怒りと戦
うことによって、怒りをコントロールして、外に
表さない姿勢が窺い知れる。そして、日本人はい
かに我慢強いかも分かってくる。中国語ではそん
な表現がないのは、怒りを爆発させても構わない
という中国文化に影響されるのではないか。中国
文化では、「不打不相识（ケンカしないと親交で
きない）」が示唆するように、怒りを爆発させる
ことからお互いのことをもっと知って、関係がさ
らに深くなり、ますます仲良くなるという考え方
があり、むしろ怒りや喧嘩は人間関係において不
可欠な存在であると考えられている。しかも、中
国の医学では、怒りを我慢しすぎると、健康に害
を及ぼすと古くから考えられており、怒りが生じ
た以上、爆発させて、外に発散したほうが健康に
良いとされている。つまり、日本文化と中国文化
では怒りに対する態度が根本的に違っており、そ
れが言語にも影響を及ぼしている可能性が高いこ
とが分かった。
Ⅵ　相違の原因についての文化的考察
中国語では、「气」と「火」は怒りを表現する
言葉として多用される。その中で、「气」は日本
語の「気」と全く別の概念である。
古代の中国人は、目には見えない宇宙天地大自
然に確かに存在するパワーを「气」と命名して、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2  「堪忍袋の緒が切れる」から「切れる」が怒りを表現す
るという考え方もある。人は自分の心の中に「堪忍袋」
を持っていて，他人のあやまちや不愉快に出会うと「緒」
によってその怒りを「袋」の中に納めて外には出さない
という姿勢が強くなる。そこからも、日本人には一生懸
命怒りを抑制しようとする姿が見られる。
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万物がこの「气」で構成されていると考えた。こ
の思想を体系的にまとめたものに『淮
え な ん じ
南子・天文
訓』3 があって、そこには「最初に虚空があり、
虚空のうちに宇宙が生まれる。その宇宙のうちに
「气」が生ずる。「气」には重さがあり、軽くて透
明なものは、薄くたなびいて天となり、重く濁っ
たものは沈み固まって地となる」という、陰陽の
二「气」が生じ、そこから万物が構成されていく
有様が記述されているという。火は陽に属し、水
は陰に属する。つまり、火と水は陰陽の両極にあ
り、正反対な存在である。具体的には表 4の通り
である。
怒りを表す火は陽に属して、火によって発生し
た気も陽に属する。そのため、陰を表す水と、そ
の産物である蒸気とは無縁である。つまり、陰陽
説からは、なぜ中国語では「怒りは容器内の熱い
流体（fluid）である」というメタファーではなく、
「怒りは容器内の气（qi）である」というメタファー
を使用しているかが分かる。
更に、陰陽説は、五行と絡みあい、陰陽五行説
となる。ここでは、医学の五行を表にして考察す
る。具体的には、表 5の通りである。
中国の医学では、人間には五臓、五腑、五官、
五志があり、五臓は五志をコントロールする器官
である。つまり、怒、喜、憂、哀、惧のそれぞれ
は肝、心、脾、肺、腎の五臓によって管理されて
いる。怒りは肝によってコントロールされ、肝の
火が燃え出すと人は怒り出すというような考え方
である。そのため、中国語では怒りを表現するの
に、よく「肝火」という言葉を使う。よって、怒
りの表現がいかに陰陽五行説に影響されているか
が分かる。このように、日本人と中国人は同じ身
体構造を持っていても、文化的な背景が違ってく
ると、必ずしも物事への認識は同じとは限らない
ということになる。
おわりに
体は人が世界を体験する原点である。人の身体
的経験や生理的反応はメタファーやメトニミーに
基づく行動を可能にした。人間は共通の身体的経
験や生理的反応があるため、世界への共通の認知
基盤を持っていると言える。ただし、メタファー
の中には、豊富な文化的要素が含まれており、世
界への認識は文化の相違によっては違ってくる。
例えば、上の考察からは、中国語での怒りの表現
が陰陽五行説に大いに影響されていると言える。
日本語と中国語において怒りの概念メタファー
は類似性があると同時に、 パワーとしての「气」
と液体、使用する身体語彙の相違も伺える。更に、
怒りの扱い方には顕著な相違が見られる。日本語
では、怒りをコントロールして、外に表さない姿
勢があるのに対して、中国語ではもちろん「压住
怒气（怒りを抑制する）」のような表現があるが、
怒りを爆発させても構わないという中国文化に影
響されるためか、怒りへの我慢は日本文化ほどこ
だわらない。
日本語と中国語において、怒りをどのように表
現するか、更に、その異同を明確にすることに
よって、両言語の慣用句研究にヒントを与えられ
ると思う。今後の研究では、本稿の考察結果を活
用し、両言語の慣用句において、各身体語彙の怒
りに関する表現の異同及びその原因を追究してい
きたい。
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3  『淮南子・天文訓』：道始生虛廓，虛廓生宇宙，宇宙生氣。
氣有涯垠，清陽者薄靡而為天，重濁者凝滯而為地。清妙
之合專易，重濁之凝竭難，故天先成而地後定。天地之襲
精為陰陽，陰陽之專精為四時，四時之散精為萬物。積陽
之熱氣生火，火氣之精者為日；積陰之寒氣為水，水氣之
精者為月；日月之淫為精者為星辰，天受日月星辰，地受
水潦塵埃。
表 4　陰陽対応表
表 5　人体の五行
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On expressions of anger in Japanese and Chinese
FANG Xaoyun
Introduction
Metaphor plays an important role in the conceptualization of emotions and the language of emotion is largely 
metaphorical. Metaphor and metonymy originate from bodily experience and are influenced by cultural patterns. 
Adopting a cognitive approach to metaphor/metonymy, such as EMOTION IS FORCE, THE PHYSIOLOGICAL 
EFFECTS OF AN EMOTION STAND FOR THE EMOTION, this paper makes a cognitive comparison between 
Japanese and Chinese metaphors of anger through the linguistic analysis of the two languages used for expressing 
the emotion. We use a number of conceptual metaphors like anger as “heat,” “heat of a fluid in a container,” “fire,” 
“dangerous animal,” “opponent,” “burden” and so on, in accordance with Lakoff and Kövecses (1987). It is found 
that the central conceptual metaphor of ANGER IS HEAT may be applied to Chinese and Japanese in a different 
way respectively. ANGER IS FIRE is shared; however, ANGER IS THE HEAT OF A FLUID IN A CONTAINER 
is applied to Japanese, while ANGER IS QI IN A CONTAINER is applied to Chinese. 
This paper claims that the similarities can be attributed to the common cognitive basis of Japanese and Chinese 
anger metaphors/metonymies; on the other hand, differences can be derived from the two cultural factors, i. e. the 
theory of YINYANG, which depends on Chinese philosophy, and WUXING Theory, which mainly depends on 
Chinese medicine.
（2008 年 11 月 4 日受理）
